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１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 39,091 14.6 1,817 196.3 2,154 112.4 1,058 262.2
26年３月期第２四半期 34,122 3.9 613 775.7 1,014 196.8 292 －

(注) 包括利益 27年３月期第２四半期 1,322百万円( 63.0％) 26年３月期第２四半期 811百万円( 164.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益
円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 15.51 －
26年３月期第２四半期 4.68 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 106,971 66,715 62.1
26年３月期 113,140 66,886 58.8

(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 66,395百万円 26年３月期 66,570百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － 5.00 － 11.00 16.00

27年３月期 － 6.00

27年３月期(予想) － 12.00 18.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

26年３月期期末配当金の内訳 普通配当 ９円00銭 記念配当 ２円00銭

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 100,000 7.3 8,000 34.6 8,700 29.9 5,000 36.3 73.30

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は添付資料Ｐ４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 68,339,704株 26年３月期 68,339,704株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 126,980株 26年３月期 126,847株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 68,212,751株 26年３月期２Ｑ 62,399,525株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半

期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書レビュー手続きを実施してお
ります。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可
能性があります。



（参考）個別業績の概要

１．平成27年３月期第２四半期の個別業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）個別経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 32,574 19.2 1,675 72.9 994 57.4
26年３月期第２四半期 27,330 2.0 969 711.4 631 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益
円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 14.56 －
26年３月期第２四半期 10.12 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

27年３月期第２四半期 94,807 51,999 54.8 761.44
26年３月期 101,871 52,276 51.3 765.50
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日～平成26年９月30日)におけるわが国経済は、消費税率引き上げの

影響から個人消費を中心に弱めの動きが見られたものの、全体としては堅調な企業業績により緩やかな回復傾向に

あります。世界に目を向けますと米国を中心に緩やかに景気が回復しておりますが、一方でエボラ出血熱の拡大や

国際紛争の激化による世界経済への影響懸念から、先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと当社グループといたしましては、整備新幹線向け製品や災害対応装置などのほか、ＡＦＣ

システム、駐車場管理システムなどの製品群において積極的に営業活動を展開してまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の受注高は45,030百万円(前年同期比5.1％減)、売上高は39,091百万円(前

年同期比14.6％増)となりました。

損益面の成績といたしましては、2,154百万円の経常利益(前年同期比112.4％増)、1,058百万円の四半期純利益

（前年同期比262.2％増）となりました。

セグメント別の状況といたしましては、以下のとおりであります。

［交通運輸インフラ事業］

「鉄道信号」では、国内市場でＪＲ・私鉄各社向けに自動列車制御装置をはじめとした各種機器の受注・売上が

ありました。また、海外市場では、引き続き無線式信号保安システム“ＳＰＡＲＣＳ”を戦略商品として営業活動

に取り組みました。「交通情報システム」では、省エネ性能に優れたＬＥＤ式信号灯器や、停電時に信号機の滅灯

を防ぐ非常用電源装置など各種機器の販売を継続してまいりました。

その結果、受注高は22,702百万円（前年同期比16.2％減）となりましたが、売上高につきましては20,325百万円

（前年同期比9.3％増）となりました。

また、損益面では2,025百万円のセグメント利益（前年同期比11.9％増）となりました。

［ＩＣＴソリューション事業］

「駅務自動化装置を中心とするＡＦＣ」では、関東圏を中心に自動改札機・自動券売機などの各種機器の更新需

要による受注・売上がありましたほか、ホームドアの受注促進に努めました。「駐車場システムを中心とする制御

機器」では、駐車場事業者の旺盛な投資意欲、市場の緩やかな拡大を背景に、各種駐車場管理機器の受注・売上が

ありましたほか、旅客案内表示器の受注・売上に継続して取り組みました。

その結果、受注高は22,328百万円（前年同期比9.8％増）となり、売上高につきましても18,766百万円（前年同期

比20.8％増）となりました。

また、損益面では1,185百万円のセグメント利益（前年同期比710.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金の増加5,964百万円、た

な卸資産の増加5,000百万円等がありましたものの、受取手形及び売掛金の減少17,915百万円等により6,169百万円

減少し、106,971百万円となりました。

負債は、短期借入金の減少4,573百万円および未払法人税等の減少1,082百万円等により、前連結会計年度末に比

べ5,998百万円減少の40,255百万円となりました。

純資産は、当第２四半期連結累計期間の四半期純利益1,058百万円の発生及び配当金の支払750百万円、退職給付

会計基準の改正に伴う退職給付見込額の期間帰属方法や割引率見直しによる利益剰余金の減少735百万円等により、

前連結会計年度末に比べ170百万円減少の66,715百万円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は17,031百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ5,973百万円の増加となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。
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(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の増加がありましたものの、売上債権の大幅な減少により、

12,860百万円の資金の増加(前年同期は10,436百万円の資金の増加)となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産、無形固定資産の取得により、1,375百万円の資金の減

少(前年同期は615百万円の資金の減少)となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に短期借入金の減少により、5,552百万円の資金の減少(前年同期は

11,254百万円の資金の減少)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期業績予想につきましては、平成26年11月11日付発表の「第２四半期業績予想と実績値との差異及び通期業績

予想の修正並びに期末配当予想の修正に関するお知らせ」のとおり修正いたします。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(原価差異の繰延処理)

季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末（年度末又は第２四半期連結会計期間

末）までにほぼ解消が見込まれるため、第１、３四半期連結会計期間末では、当該原価差異を流動資産（その

他）又は流動負債（その他）として繰り延べております。

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債権の

期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間

ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が1,131百万円、繰延税金資産が396百万円増

加し、利益剰余金が735百万円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,147 17,111

受取手形及び売掛金 46,935 29,020

有価証券 33 37

商品及び製品 4,471 4,988

仕掛品 9,958 14,238

原材料及び貯蔵品 2,914 3,118

繰延税金資産 3,573 3,619

その他 581 985

貸倒引当金 △17 △36

流動資産合計 79,599 73,084

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,447 4,380

機械装置及び運搬具（純額） 796 867

工具、器具及び備品（純額） 778 953

土地 5,419 5,419

リース資産（純額） 1 0

建設仮勘定 82 95

有形固定資産合計 11,526 11,717

無形固定資産 1,279 1,068

投資その他の資産

投資有価証券 16,901 17,316

長期貸付金 11 10

退職給付に係る資産 1,887 1,917

繰延税金資産 247 230

その他 1,732 1,673

貸倒引当金 △46 △46

投資その他の資産合計 20,734 21,101

固定資産合計 33,541 33,887

資産合計 113,140 106,971
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,137 16,285

短期借入金 6,656 2,082

リース債務 1 0

未払法人税等 2,001 918

賞与引当金 2,430 2,353

役員賞与引当金 154 79

完成工事補償引当金 3 3

受注損失引当金 948 1,221

その他 5,988 5,671

流動負債合計 35,321 28,615

固定負債

長期預り金 44 45

長期未払金 169 71

繰延税金負債 3,329 3,033

役員退職慰労引当金 152 131

退職給付に係る負債 7,237 8,357

固定負債合計 10,933 11,640

負債合計 46,254 40,255

純資産の部

株主資本

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 7,458 7,458

利益剰余金 40,990 40,563

自己株式 △56 △56

株主資本合計 58,392 57,964

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,765 8,026

退職給付に係る調整累計額 412 404

その他の包括利益累計額合計 8,177 8,430

少数株主持分 315 320

純資産合計 66,886 66,715

負債純資産合計 113,140 106,971
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

売上高 34,122 39,091

売上原価 27,263 30,054

売上総利益 6,858 9,037

販売費及び一般管理費 6,245 7,219

営業利益 613 1,817

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 127 132

生命保険配当金 173 169

不動産賃貸料 14 39

その他 99 37

営業外収益合計 415 379

営業外費用

支払利息 11 11

不動産賃貸費用 1 22

その他 2 9

営業外費用合計 14 43

経常利益 1,014 2,154

特別損失

固定資産除売却損 6 4

投資有価証券評価損 － 44

特別損失合計 6 49

税金等調整前四半期純利益 1,007 2,104

法人税等 565 1,035

少数株主損益調整前四半期純利益 441 1,069

少数株主利益 149 11

四半期純利益 292 1,058
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

少数株主利益 149 11

少数株主損益調整前四半期純利益 441 1,069

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 369 260

退職給付に係る調整額 － △7

その他の包括利益合計 369 252

四半期包括利益 811 1,322

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 656 1,310

少数株主に係る四半期包括利益 154 11
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,007 2,104

減価償却費 724 773

固定資産除売却損益（△は益） 6 4

受取利息及び受取配当金 △128 △132

支払利息 11 11

売上債権の増減額（△は増加） 16,589 17,913

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,319 △5,000

仕入債務の増減額（△は減少） △152 △832

前受金の増減額（△は減少） 94 307

退職給付引当金の増減額（△は減少） 21 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 8

その他 △1,027 △387

小計 12,825 14,770

利息及び配当金の受取額 128 132

利息の支払額 △10 △10

法人税等の支払額 △2,506 △2,032

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,436 12,860

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △37 △36

定期預金の払戻による収入 42 42

有形固定資産の取得による支出 △344 △864

有形固定資産の売却による収入 0 2

無形固定資産の取得による支出 △245 △123

有価証券及び投資有価証券の取得による支
出

△7 △77

その他 △23 △317

投資活動によるキャッシュ・フロー △615 △1,375

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △10,259 △4,701

関係会社からの預り金による純増減額（△
は減少）

△30 －

関係会社以外からの預り金による純増減額
（△は減少）

△400 △100

配当金の支払額 △491 △742

少数株主への配当金の支払額 △70 △6

自己株式の増減額（△は増加） △0 △0

その他 △2 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,254 △5,552

現金及び現金同等物に係る換算差額 33 41

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,399 5,973

現金及び現金同等物の期首残高 9,359 11,058

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,959 17,031
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間の期首より、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したことに伴い、期首の

利益剰余金の額が735百万円減少しています。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自平成25年４月１日 至平成25年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注) １．セグメント利益の調整額△1,342百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自平成26年４月１日 至平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注) １．セグメント利益の調整額△1,394百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注１)

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額
(注２)

交通運輸
インフラ事業

ＩＣＴ
ソリューション

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 18,588 15,533 34,122 － 34,122

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 18,588 15,533 34,122 － 34,122

セグメント利益 1,809 146 1,956 △1,342 613

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注１)

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額
(注２)

交通運輸
インフラ事業

ＩＣＴ
ソリューション

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 20,325 18,766 39,091 － 39,091

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 20,325 18,766 39,091 － 39,091

セグメント利益 2,025 1,185 3,211 △1,394 1,817
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